
中

支

　 
中
支
戦
線
従
軍
記
　 
愛
媛
県
　
村
上
龍
夫
　 

私
は
昭
和
十
五
年
度
徴
集
で
す
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
現
役
兵
と
し
て
高
知
市
朝
倉
の
歩

兵
連
隊
へ
入
隊
。

昭
和
十
六
年
二
月
中
支
の
漢
口
へ
移
り
、
幹
部
幹
候
生
。

昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
久
留
米
第
一
陸
軍
予
備
士
官
学

校
卒
業
、
原
隊
復
帰
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
予
備
役
将
校
任
官
。

第
四
十
師
団
（
鯨
兵
団
）
歩
兵
第
三
百
三
十
六
連
隊
第
一
大
隊

第
二
中
隊
で
す
。
私
の
入
営
時
の
家
庭
の
状
態
は
、

父
母
　
共
に
死
亡

祖
父
母
既
に
死
亡

兄
弟
　
　
　
な
し
。

そ
の
上
、
叔
父
二
人
、
共
に
従
軍
出
征
中
（
共
に
昭
和
二
十
年

戦
死
）
で
気
楽
な
一
人
者
。
神
戸
市
の
三
菱
海
上
火
災
保
険
の

会
社
員
で
の
ん
び
り
と
暮
し
、
入
営
に
際
し
て
は
、「
男
児
の

本
懐
、
勇
躍
し
て
聖
戦
に
お
も
む
く
。

」
で
し
た
。
後
顧
の
憂

い
は
な
く
、
上
の
叔
父
宅
に
後
事
を
託
し
、
神
戸
の
中
突
堤
よ

り
多
数
の
社
員
の
見
送
り
を
受
け
、
高
知
港
行
の
客
船
に
乗
り

ま
し
た
。

思
い
出
の
第
一
は
失
礼
な
が
ら
下
痢
病
の
克
服
で
す
。
昭
和

十
六
年
七
月
か
ら
八
月
の
こ
ろ
、
と
こ
ろ
は
中
支
湖
北
省
大
冶

県
城
内
の
連
隊
本
部
で
、
ハ
リ
キ
リ
教
官
殿
（
陸
士
五
十
三
期

連
隊
旗
手
）
の
下
で
の
幹
候
教
育
隊
で
の
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ



う
ど
、
甲
と
乙
の
合
格
、
不
合
格
の
別
れ
目
を
目
前
に
控
え
、

大
陸
の
炎
熱
下
、
文
字
通
り
日
夜
を
分
た
ぬ
猛
訓
練
に
、
た
だ

も
う
気
力
だ
け
で
頑
張
っ
て
い
た
最
中
に
、
下
痢
に
犯
さ
れ
ま

し
た
。
平
素
の
何
で
も
な
い
時
な
ら
練
兵
休
で
ゆ
っ
く
り
と
静

養
出
来
ま
す
が
、
何
し
ろ
甲
、
乙
の
分
れ
目
を
控
え
て
い
る
の

で
、
下
痢
を
お
し
て
毎
日
の
教
育
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

恐
縮
な
が
ら
、
水
よ
う
便
、
血
便
を
こ
え
て
白
い
糊
状
と
変

わ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
熱
発
は
あ
ま
り
感
じ
な
く
、
回
数
は

一
日
数
回
程
度
、
食
事
は
普
通
食
。
連
隊
本
部
の
医
務
室
で
症

状
を
訴
え
て
薬
を
貰
う
と
、
木
炭
の
粉
末
を
く
れ
、
服
用
す
る

と
真
っ
黒
の
便
で
す
。
毎
日
何
と
か
演
習
に
出
て
い
て
、
こ
れ

で
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
若
さ
と
気
力
で
徐

々
に
よ
く
な
り
や
れ
や
れ
で
し
た
。

甲
種
に
合
格
し
た
後
で
、
隊
友
と
四
方
山
話
し
の
時
、
こ
の

件
を
話
し
に
洩
ら
す
と
、「
実
は
、
ワ
シ
も
同
じ
」「
ワ
シ
も
」

「
わ
し
も
」
と
同
じ
病
気
に
苦
し
ん
だ
幹
候
隊
員
が
意
外
に
多

か
っ
た
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
皆
顔
を
見
合
わ
せ
て
は
全
快

と
合
格
を
喜
び
合
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
平
和
な

日
本
、
内
地
で
は
想
像
も
で
き
ぬ
こ
と
、
戦
地
と
い
う
条
件
で

の
特
殊
な
事
例
で
し
ょ
う
。

思
い
出
の
第
二
は
、
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、
久
留
米

第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
卒
業
式
の
こ
と
で
す
。
当
日
は
時
の

教
育
総
監
陸
軍
大
将
山
田
乙
三
閣
下
の
来
臨
あ
り
、
学
校
長
陸

軍
少
将
大
場
弥
平
閣
下
の
訓
示
は
「
卒
業
お
目
出
と
う
。
諸
子

は
第
一
線
の
消
耗
品
で
あ
る
。
潔
く
桜
の
花
と
散
っ
て
来
い
。

」

と
、
こ
れ
ま
た
度
胆
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
忠
勇
な
る
生
徒
は
校

長
閣
下
の
教
訓
を
実
践
し
、
小
隊
長
、
中
隊
長
あ
る
い
は
本
部

付
将
校
と
し
て
、
勇
戦
中
、
護
国
の
鬼
と
化
し
た
も
の
大
変
多

い
。
合
掌
。

思
い
出
の
第
三
は
、
戦
傷
（
両
下
腿
骨
折
貫
通
銃
創
）
の
こ

と
。
新
品
見
習
士
官
の
新
米
小
隊
長
と
し
て
昭
和
十
七
年
五
月

三
十
一
日
、
夜
、
雨
の
降
る
中
を
南
昌
付
近
の
望
城
崗
の
宿
舎

を
出
発
、
浙
■
作
戦
に
初
陣
参
加
し
た
。
負
傷
し
た
の
は
六
月

六
日
午
前
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
の
行
軍
中
に
、
相
手
も
行
軍
中

の
敵
と
遭
遇
し
、
こ
ち
ら
は
先
に
発
見
、
布
陣
、
重
機
、
軽
機

で
打
ち
ま
く
り
、

敵
は
多
数
の
死
体
を
遺
棄
し
て
後
退
し
た
り
、

小
さ
い
温
泉
の
あ
る
山
頂
で
こ
れ
ま
た
予
想
以
上
に
敵
に
打
撃

を
与
え
た
り
し
て
、
幸
先
の
よ
い
戦
況
で
幕
を
明
け
た
。
一
Ｍ



Ｇ
（
第
一
機
銃
）
の
三
谷
隊
長
が
「
今
年
の
見
習
士
官
は
幸
せ

者
よ
。
初
め
か
ら
勝
ち
戦
ば
か
り
で
の
。
そ
の
う
ち
こ
じ
ゃ
ん

と
叩
か
れ
る
ぞ
。
甘
く
は
な
い
ぞ
。

」
と
警
告
し
て
呉
れ
た
の

を
覚
え
て
い
る
。

こ
の
間
に
、
第
一
大
隊
長
、
温
品
少
佐
さ
ん
が
流
れ
弾
で
足

に
貫
通
銃
創
を
受
け
ら
れ
、
駕
篭
に
乗
っ
て
戦
闘
指
揮
を
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
雨
に
降
ら
れ
た
夜
行
軍
で
六
月
六
日
深
更
の

早
暁
暗
夜
の
中
で
、
上
海
戦
線
生
き
残
り
の
都
築
第
一
中
隊
長

が
、
擲
弾
筒
の
目
く
ら
打
ち
が
不
幸
に
も
当
た
り
、
前
腕
部
を

ふ
っ
飛
ば
す
重
傷
。
陸
士
五
十
四
期
の
木
下
第
三
中
隊
長
が
敵

の
手
榴
弾
を
受
け
右
半
身
全
体
に
数
十
個
所
の
破
片
創
。
第
四

中
隊
で
は
同
期
の
田
中
見
習
士
官
小
隊
長
が
右
肺
貫
通
銃
創
と

そ
れ
ぞ
れ
負
傷
し
、
ま
た
下
士
官
、
兵
に
も
相
当
の
損
害
を
出

し
て
い
た
。

私
は
第
二
中
隊
長
よ
り
、「
右
前
方
の
チ
エ
コ
Ｍ
Ｇ
と
迫
撃

砲
の
陣
地
を
攻
略
せ
よ
。
」
と
の
命
令
を
受
け
て
小
隊
を
集
め
、

攻
撃
前
進
に
移
っ
た
。
友
軍
の
Ｍ
Ｇ
、
大
隊
砲
、
山
砲
等
あ
る

限
り
の
火
砲
の
援
護
を
受
け
た
。
今
い
る
処
は
盆
地
の
底
の
樹

木
の
多
い
部
落
（
部
落
名
は
視
下
張
下
と
現
認
証
明
書
に
見
え

る
）
の
民
家
で
あ
る
。
今
井
連
隊
長
以
下
の
支
隊
が
集
結
し
て

馬
も
多
く
い
る
。
敵
の
迫
撃
砲
が
四
方
の
山
頂
の
陣
地
か
ら
集

中
し
て
来
る
。
一
刻
の
猶
予
も
出
来
な
い
。

第
一
大
隊
の
四
個
中
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
、
東
西
南
北
の
敵
陣
へ

突
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
思
う
と
四
個
中
隊
の
突
撃
コ
ン

ク
ー
ル
。
し
か
も
大
隊
長
、
連
隊
長
以
下
多
く
の
隊
長
、
将
校

の
眼
前
、
張
り
切
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
地
形
は
平
底
に
あ
る

部
落
の
周
囲
は
一
面
の
水
田
で
、
細
い
畦
道
が
敵
の
陣
地
の
あ

る
山
の
方
へ
通
っ
て
い
る
。
水
田
の
奥
行
は
、
二
百
メ
ー
ト
ル

～
三
百
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
十
セ
ン
チ
の
水
が
溜
り
、
高
さ
三
十

セ
ン
チ
位
の
稲
の
苗
が
植
わ
っ
て
い
て
、
眺
望
す
る
と
目
を
■

る
も
の
一
つ
も
な
い
難
所
で
あ
る
。

各
個
前
進
で
水
田
を
走
り
、
弾
幕
を
突
破
す
る
以
外
な
い
。

外
の
中
隊
も
皆
同
じ
。
雨
は
降
る
。
敵
の
陣
地
の
山
は
百
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
高
さ
で
あ
る
が
、
雨
雲
が
去
来
し
て
、
目
標
は

確
定
で
き
ぬ
。
発
射
音
を
た
よ
る
以
外
な
い
。
小
隊
員
は
す
べ

て
田
の
畦
道
の
片
側
を
利
し
て
、
身
を
隠
し
て
い
る
。
い
よ
い

よ
桜
と
散
る
時
が
き
た
と
、
一
瞬
校
長
閣
下
の
訓
辞
が
よ
み
が

え
る
。
ま
ず
小
隊
長
の
自
分
が
決
死
の
覚
悟
で
先
頭
を
切
り
、



水
田
の
中
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
り
抜
け
る
。
敵
の
チ
エ
コ
や
水

冷
Ｍ
Ｇ
は
悲
鳴
を
揚
げ
る
よ
う
に
音
高
に
鳴
り
響
き
連
射
し
て

く
る
。
そ
の
銃
弾
は
私
の
前
後
左
右
に
水
煙
を
あ
げ
る
。
や
っ

と
水
田
の
平
坦
地
区
を
走
り
抜
け
て
、
堤
防
下
の
安
全
地
帯
へ

着
く
。
よ
く
も
ま
あ
二
百
～
三
百
メ
ー
ト
ル
の
水
田
を
無
事
生

き
て
来
た
も
の
と
、
神
仏
に
感
謝
し
た
の
を
思
い
出
す
。
全
員

無
事
追
い
つ
い
て
き
た
。
命
令
と
は
い
え
、
有
り
難
い
こ
と
だ
。

各
分
隊
長
は
「
小
隊
長
を
見
殺
し
に
す
る
な
。
中
隊
長
、
大

隊
長
、
連
隊
長
と
皆
見
て
く
れ
て
い
る
。
卑
怯
な
真
似
を
す
る

な
。

」
と
叱
咤
し
て
い
る
。
堤
防
の
向
う
の
山
肌
は
松
の
疎
林

と
低
い
草
む
ら
の
点
在
で
小
さ
い
稜
線
も
幾
つ
か
連
続
し
て
い

る
。
ま
る
で
久
留
米
の
高
良
台
と
よ
く
似
て
、
違
う
と
こ
ろ
は

一
段
と
高
い
頂
上
に
チ
エ
コ
水
冷
Ｍ
Ｇ
が
布
陣
し
て
雨
あ
ら
れ

と
撃
っ
て
く
る
。
学
校
の
演
習
と
異
な
り
、
こ
こ
は
戦
場
で
あ

る
。
入
営
前
に
上
京
し
て
参
拝
し
た
靖
国
神
社
が
目
に
浮
ぶ
。

「
分
隊
長
前
へ
」
で
各
分
隊
毎
に
目
標
（
は
っ
き
り
見
定
め

ら
れ
ぬ
の
で
発
射
音
を
た
よ
り
に
）

、
突
撃
開
始
地
点
、
占
領

後
の
任
務
等
を
指
示
し
た
。
こ
の
世
の
別
れ
と
タ
バ
コ
一
服
を

す
す
め
て
廻
し
の
み
。
自
分
も
最
初
に
深
く
一
服
し
た
何
か
頭

の
中
が
空
っ
ぽ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
今
来
た
後
方
へ
中
隊
の
指

揮
班
が
後
詰
め
か
、
古
豪
の
班
長
が
十
人
余
り
率
い
て
、
戦
況

を
う
か
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
四
方
の
山
よ
り
射
ち
出
す

敵
の
銃
砲
声
、
援
護
し
て
く
れ
る
友
軍
の
銃
砲
声
が
入
り
交
じ

り
、
重
な
り
合
っ
て
耳
も
ツ
ン
ボ
の
よ
う
。
ち
ょ
っ
と
離
れ
る

と
話
が
聞
こ
え
な
い
。
よ
う
や
く
気
力
を
集
中
し
て
腕
を
振
り

合
図
。
真
先
に
山
肌
の
松
の
幹
目
が
け
て
上
り
斜
面
を
駆
け
上

が
る
。
第
一
分
隊
長
と
当
番
兵
も
う
一
人
計
三
人
が
私
の
楯
に

な
っ
て
走
っ
て
い
る
。
己
れ
を
犠
牲
に
す
る
戦
友
愛
に
い
い
よ

う
が
な
い
。

松
か
ら
松
へ
と
ジ
グ
ザ
グ
に
攻
め
上
が
り
、
そ
の
間
小
さ
い

稜
線
を
何
回
か
超
え
て
、
最
後
の
最
大
の
斜
度
の
コ
ー
ス
へ
出

る
。
敵
陣
ま
で
直
距
離
に
し
て
四
十
～
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

か
。
突
撃
で
あ
る
。
母
の
実
家
（
宇
和
島
藩
士
族
）
よ
り
貰
っ

た
日
本
刀
を
抜
い
て
喚
声
を
上
げ
て
突
進
す
る
。
旅
順
の
二
〇

三
高
地
に
お
け
る
第
十
一
師
団
の
先
輩
が
目
に
浮
ぶ
。

十
メ
ー
ト
ル
余
り
走
っ
た
か
。
突
然
両
脚
の
膝
の
裏
側
を
細

い
鉄
棒
で
強
く
殴
打
さ
れ
た
感
じ
で
、
思
わ
ず
前
へ
倒
れ
た
。

そ
の
瞬
間
、
自
分
は
負
傷
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
数
秒
た



っ
た
か
、
両
脚
の
皮
、
脚
絆
の
上
の
膝
関
節
の
お
皿
の
下
が
そ

れ
ぞ
れ
一
カ
所
ず
つ
軍
袴
に
小
さ
く
赤
く
血
が
出
て
い
る
。
脚

が
痛
く
て
動
か
な
い
。
最
初
に
負
傷
を
知
っ
た
。

思
わ
ず
「
あ
っ
、
や
ら
れ
た
。
残
念
」
と
叫
ぶ
。
す
か
さ
ず

横
の
分
隊
長
が
、「
当
番
、
小
隊
長
負
傷
、
両
脚
じ
ゃ
。
背
負

っ
て
本
部
へ
後
退
。
わ
し
は
上
へ
攻
め
る
。

」
と
寸
刻
を
お
か

ず
適
切
な
処
置
。

岡
田
当
番
兵
の
背
中
に
背
負
わ
れ
て
下
り
始
め
た
が
、
そ
の

間
敵
陣
よ
り
若
い
兵
が
数
人
身
を
乗
り
出
し
て
、
柄
付
き
手
榴

弾
を
投
げ
て
く
る
。
恐
い
。
幸
い
手
榴
弾
に
は
や
ら
れ
ず
無
事

連
隊
本
部
の
人
家
へ
到
着
。
中
隊
長
と
大
隊
本
部
の
軍
医
、
衛

生
兵
が
飛
ん
で
く
る
。
鋏
で
被
服
を
切
り
開
き
、
脚
絆
、
地
下

足
袋
、
靴
下
を
脱
が
せ
て
く
れ
た
。
瓦
斯
壊
疽
の
予
防
注
射
、

貫
通
部
の
消
毒
と
手
当
。
何
だ
か
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
ピ
ン

と
こ
な
い
。

間
も
な
く
連
隊
長
が
自
ら
見
舞
っ
て
く
れ
た
。「
村
上
よ
、

よ
う
頑
張
っ
た
。
連
隊
長
は
し
っ
か
り
見
て
い
た
ぞ
。

」
と
。

何
だ
か
温
か
い
親
心
に
接
し
て
心
が
和
む
の
を
覚
え
た
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
大
変
。
一
日
お
い
て
七
日
夜
、
捕
虜
の

苦
力
に
即
製
の
担
架
を
担
が
せ
、
私
は
担
送
患
者
で
苦
力
に
運

ば
れ
る
。
護
衛
一
個
小
隊
が
つ
い
て
案
外
と
多
い
負
傷
者
の
後

送
開
始
。
軍
刀
、
眼
鏡
、
そ
の
他
の
装
具
は
当
番
兵
が
持
っ
て

く
れ
る
。
苦
力
は
四
人
で
私
を
担
い
で
い
る
。
真
暗
な
夜
の
道

を
探
し
つ
つ
進
む
。
時
と
し
て
パ
ン
パ
ン
と
残
少
敵
の
散
発
が

あ
る
。
苦
力
は
そ
の
度
に
担
架
を
放
り
出
し
て
地
面
へ
伏
せ
て

身
を
守
る
。
私
は
放
り
出
さ
れ
て
大
変
。
担
送
患
者
で
歩
行
不

能
だ
か
ら
恐
い
恐
い
。
手
榴
弾
を
一
発
貰
い
自
決
用
に
と
携
行

し
た
。
一
日
半
ぐ
ら
い
か
、
■
江
と
い
う
大
き
い
河
へ
着
い
て
、

工
兵
隊
の
鉄
舟
へ
乗
る
。

「
護
衛
小
隊
よ
ご
苦
労
さ
ん
。
無
事
本
隊
へ
追
及
成
功
を
祈

る
。

」
と
握
手
し
て
別
れ
た（
無
事
に
追
及
で
き
た
由
で
、
何

よ
り
と
慶
ん
で
い
る
）

。

鉄
舟
の
中
も
楽
で
は
な
か
っ
た
。
真
夏
の
カ
ン
カ
ン
照
り
の

太
陽
に
曝
さ
れ
て
、
病
臥
す
る
の
も
大
変
だ
。
そ
の
中
に
全
身

紫
色
に
ハ
レ
上
が
り
、
死
ん
で
ゆ
く
傷
兵
が
沢
山
出
始
め
た
。

負
傷
者
が
予
想
外
に
多
く
出
て
、
注
射
薬
が
不
足
し
た
。
そ
の

た
め
注
射
に
洩
れ
た
者
に
瓦
斯
壊
疽
が
出
た
由
。
思
わ
ず
神
や

仏
に
祈
っ
た
。
二
日
ぐ
ら
い
の
行
程
で
舟
は
南
昌
へ
着
い
た
。



ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
切
り
替
え
る
。
道
路
の
凹
凸
が
多
い
の
で
ト

ラ
ッ
ク
の
上
で
寝
て
い
る
の
も
大
変
な
苦
痛
で
あ
る
。
そ
の
中

南
昌
の
街
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
電
灯
が
見
え
始
め
た
。
そ
の
時
の
嬉

し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

作
戦
地
域
は
電
灯
も
照
明
も
な
い
真
暗
だ
。
電
灯
照
明
の
あ

る
文
明
地
域
へ
■
り
着
く
と
、
い
い
よ
う
の
な
い
文
明
の
恩
恵

を
感
じ
る
。「
や
れ
や
れ
助
か
っ
た
か
」
と
感
無
量
に
な
る
。

経
験
者
に
し
か
分
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

南
昌
陸
軍
野
戦
病
院
へ
収
容
さ
れ
た
。
病
院
の
中
は
電
灯
が

明
る
く
沢
山
つ
い
て
極
楽
の
よ
う
だ
。
日
赤
の
香
川
班
の
お
姉

さ
ん
看
護
婦
約
十
名
。
甲
斐
甲
斐
し
く
、
テ
キ
パ
キ
と
、
優
し

く
て
温
か
い
。
治
療
台
の
上
へ
。
軍
医
さ
ん
が
「
こ
り
ゃ
い
か

ん
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
右
は
切
断
か
も
。
ガ
ス
が
廻
り
始
め
て

い
る
。
と
に
か
く
こ
の
辺
大
き
く
切
り
取
ら
に
ゃ
。

」
と
右
脚

ふ
く
ら
は
ぎ
上
部
裏
側
の
柔
い
部
分
の
肉
を
大
き
く
深
く
切
削

し
、「
こ
れ
で
治
っ
て
も
右
は
ビ
ッ
コ
ぞ
。
ガ
ス
の
具
合
で
は

大
腿
部
よ
り
切
り
落
と
す
。

」「両
下
腿
骨
折
貫
通
銃
創
」
と
病

臥
日
誌
へ
。

両
脚
共
膝
上
二
十
セ
ン
チ
よ
り
足
先
ま
で
ギ
ブ
ス
巻
き
。
都

築
、
木
下
の
両
中
隊
長
と
三
人
揃
っ
て
将
校
病
棟
へ
収
容
さ
れ

た
。先
客
が
一
名
す
で
に
い
る
。
よ
そ
の
師
団
の
准
尉
で
、
地
雷

を
踏
ん
で
片
手
片
足
切
断
、

残
る
片
手
片
足
骨
折
ギ
ブ
ス
巻
き
。

大
き
く
濃
い
鼻
髭
が
威
勢
が
な
い
。

ウ
ン
ウ
ン
と
唸
っ
て
い
た
。

危
篤
状
態
で
対
話
は
不
能
。
数
日
後
無
念
に
も
死
亡
。
祈
御
冥

福
。六
月
の
夏
涼
し
い
風
通
し
の
よ
い
部
屋
で
三
人
一
緒
で
あ

る
。
二
日
に
一
回
の
割
で
看
護
婦
さ
ん
お
手
製
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
頂
き
、
二
人
の
中
隊
長
と
と
も
に
前
線
を
拝
ん
だ
。
約

一
週
間
し
て
お
別
れ
だ
。
二
人
の
隊
長
は
九
江
へ
出
て
南
京
へ

と
か
。
私
は
生
れ
て
初
め
て
患
者
輸
送
機
で
空
路
漢
口
へ
。
担

送
の
ま
ま
積
み
込
ま
れ
て
、
そ
の
ま
ま
床
の
上
へ
。
時
々
上
体

を
起
こ
し
て
小
さ
い
窓
越
し
に
外
部
の
風
景
を
た
の
し
む
。
好

天
の
せ
い
か
快
適
。
支
那
大
陸
を
上
空
か
ら
見
れ
る
の
も
、
不

幸
中
の
幸
か
。

漢
口
へ
着
い
て
真
先
に
小
便
を
さ
せ
て
貰
っ
た
。
薄
い
白
衣

一
枚
、
そ
の
外
は
越
中
褌
一
枚
の
み
。
夏
と
は
い
え
数
千
メ
ー

ト
ル
の
上
空
を
約
一
時
間
飛
行
す
る
と
尿
意
を
催
す
も
の
か
。



漢
口
で
は
同
期
の
小
野
見
習
士
官
（
九
中
隊
）
が
先
着
で
、
片

方
の
脚
に
ギ
ブ
ス
を
は
め
て
、
松
葉
杖
を
つ
い
て
こ
ち
ら
の
病

室
へ
来
た
。
緒
戦
の
敵
前
渡
河
で
や
ら
れ
た
由
。「
ボ
ー
ト
が

敵
弾
で
穴
が
あ
い
て
半
分
以
上
沈
み
、
水
に
流
さ
れ
る
真
暗
の

夜
間
、
艇
内
に
負
傷
者
が
出
る
、
そ
ん
な
状
況
下
で
兵
二
名
が

怖
い
怖
い
と
泣
き
叫
ん
だ
の
に
は
弱
っ
た
ぞ
。
」
と
の
初
陣
談
。

数
日
で
こ
ち
ら
は
病
院
船
で
南
京
へ
。
同
室
は
航
空
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
少
尉
。
上
り
便
と
違
い
、
下
り
便
は
あ
っ
と
い
う
間
で

あ
る
。
揚
子
江
の
沿
岸
の
風
景
も
矢
の
よ
う
に
走
り
去
っ
た
。

南
京
で
は
先
に
南
昌
で
別
れ
た
二
人
の
中
隊
長
さ
ん
と
再
会
。

腕
一
本
失
っ
た
都
築
さ
ん
は
間
も
な
く
内
地
送
還
で
永
の
お
別

れ
を
し
た
。
主
治
医
は
吉
岡
少
佐
殿
。
温
厚
な
見
る
か
ら
の
好

紳
士
。
右
下
腿
の
お
皿
の
下
の
内
側
へ
ノ
ミ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
穴

を
あ
け
て
、
関
節
の
ひ
び
わ
れ
た
隙
間
に
詰
ま
っ
た
小
さ
い
骨

片
を
、
と
り
出
す
手
術
を
四
回
繰
り
返
し
た
が
、
排
膿
が
止
ま

ら
ず
先
生
も
困
っ
て
い
た
。

治
療
せ
ぬ
ま
ま
、
包
帯
を
ま
い
て
十
一
月
退
院
、
漢
口
、
武

昌
、
蒲
圻
を
経
て
賀
家
湾
の
第
二
中
隊
へ
帰
り
ま
し
た
。

南
京
で
は
浙
■
作
戦
の
負
傷
将
校
も
多
く
入
院
し
、
支
那
派

遣
軍
総
司
令
官
元
師
畑
俊
六
閣
下
の
お
見
舞
を
受
け
た
。
さ
す

が
に
大
し
た
貫
祿
で
威
容
充
分
、
参
謀
、
副
官
と
お
供
が
多
い

の
に
驚
い
た
。
ま
た
、
あ
る
日
、
将
校
病
棟
が
バ
タ
バ
タ
と
取

り
込
ん
で
い
る
の
で
、
婦
長
さ
ん
に
聞
く
と
「
師
団
長
の
馬
が

地
雷
を
踏
ん
で
師
団
長
の
片
脚
が
と
び
、
こ
こ
へ
入
院
し
て
来

る
」
と
。
結
局
は
病
院
へ
来
る
ま
で
に
、
死
亡
さ
れ
た
と
か
。

大
変
な
こ
と
だ
。
軍
人
は
よ
く
「
一
将
功
成
り
て
万
骨
枯
る
」

と
は
い
え
、
師
団
長
、
軍
司
令
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
（
山
本

五
十
六
が
そ
の
例
）
も
戦
死
し
て
い
る
。
軍
人
が
戦
場
に
立
つ

以
上
、
命
の
保
証
は
な
い
。
き
び
し
い
戦
場
の
掟
で
あ
る
。

中
隊
へ
復
帰
し
た
が
、
大
隊
本
部
の
医
務
室
で
右
脚
の
治
療

を
続
け
、
補
充
兵
教
育
の
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
責
任

を
果
た
せ
ず
、
申
し
訳
な
い
次
第
で
あ
っ
た
。
結
論
と
し
て
、

武
昌
の
陸
軍
病
院
へ
再
入
院
し
、
再
三
の
手
術
を
受
け
、
最
後

に
伴
軍
医
大
尉
の
新
し
い
方
法
の
手
術
で
排
膿
も
止
ま
り
、
右

脚
の
ビ
ッ
コ
を
引
き
な
が
ら
退
院
帰
隊
し
た
。

思
え
ば
長
い
闘
病
生
活
で
あ
っ
た
。
同
期
の
将
校
は
皆
第
一

線
で
苦
労
し
て
い
る
の
に
、
自
分
は
独
り
病
院
生
活
と
は
、
淋

し
い
思
い
で
あ
る
。
中
隊
は
作
戦
出
動
中
で
、
留
守
警
備
の
曹



長
が
話
を
し
て
く
れ
た
。「
村
上
少
尉
殿
は
浙
■
作
戦
で
は
特

に
連
隊
長
殿
の
指
示
に
よ
り
殊
勲
の
申
請
を
し
ま
し
た
」
と
の

由
。
面
は
ゆ
い
気
持
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
五
十
三
期
の
中
隊
長
は
、
熊
本
の
学
校
の
教
官

（
区
隊
長
）

と
し
て
数
々
の
武
勲
を
称
え
ら
れ
て
内
地
へ
帰
り
、

後
任
と
し
て
五
十
四
期
の
お
と
な
し
い
方
が
着
任
し
て
来
た
。

私
は
そ
の
後
一
年
志
願
の
古
い
将
校
（
中
尉
で
中
隊
長
、
大
隊

副
官
等
）
お
よ
び
古
年
次
兵
等
の
内
地
満
期
に
繰
り
入
れ
ら
れ

て
（
右
脚
の
ビ
ッ
コ
の
た
め
）

、
浦
口（
南
京
の
対
岸
）
―
山

海
関
―
奉
天
―
釜
山
と
夏
の
貨
車
輸
送
で
全
員
褌
一
枚
、
一
週

間
余
り
で
高
知
着
。
満
期
除
隊
。
二
十
年
四
月
再
び
応
召
。
終

戦
に
至
る
。

最
後
に
右
脚
の
経
過
が
よ
く
て
切
断
さ
れ
ず
、
両
足
そ
ろ
っ

て
残
っ
て
い
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
て
は
、
約
半
数
近
い
戦
死
し

た
同
期
の
幹
侯
将
校
の
冥
福
を
祈
る
や
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

徐

州

戦
　 

兵
庫
県
　
川
戸
庄
治
郎
　 

私
は
大
正
五
年
三
月
二
十
三
日
生
ま
れ
で
昭
和
十
二
年
一
月

十
日
現
役
兵
と
し
て
鳥
取
歩
兵
第
四
十
連
隊
に
入
隊
し
ま
し

た
。「
麦
と
兵
隊
」
歌
の
文
句
に
あ
る
如
く
、
徐
州
戦
は
行
け
ど

も
行
け
ど
も
麦
ま
た
麦
の
大
平
原
を
鳥
取
第
四
十
連
隊
第
二
大

隊
は
太
く
長
い
帯
と
な
り
、
連
日
連
夜
の
進
撃
を
行
っ
た
。
重

い
背
襄
に
そ
し
て
銃
、
髭
は
ボ
ウ
ボ
ウ
伸
び
ほ
う
だ
い
、
汗
に

ま
み
れ
、
泥
に
ま
み
れ
、
唯
黙
々
と
進
ん
で
行
く
。
馬
も
征
く
、

車
両
も
征
く
、
黄
塵
は
モ
ウ
モ
ウ
と
舞
い
上
が
る
。

徐
州
攻
略
前
■
戦
、
鉢
巻
山
の
攻
撃
に
続
き
、
後
堡
部
落
と

幾
つ
も
の
要
衝
を
突
破
し
た
我
北
川
中
隊
は
、
次
は
前
堡
部
落

の
薄
暮
戦
と
な
っ
て
い
た
。

当
時
二
十
倍
の
敵
軍
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
支
那
総
統
蒋
介
石

の
精
鋭
は
部
落
の
全
面
に
広
が
る
麦
の
中
に
数
知
れ
ぬ
タ
コ
ツ




